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（論文内容の要旨） 
 
 私たちの身の回りに存在する様々な営みの中には、人の手が加えられず自然に発生し、やがて消えて
いく多くの現象があり、それは一時も同じ姿を留めることはない。その移り行く一瞬一瞬の姿は、私自
身が経験した瞬間の記憶であり、やがてそれは心の中に堆積していく。偶然にも感情が震えるような風
景に立ち会えた時、私はその一瞬を宝物のように大切に感じる。風景を捉えるということは、その中に
いる自分と、自分の中に取り込まれた風景との対峙であり、風景が内包する気配と自分の気配との遭遇
である。ここでいう風景が気配を宿しているという感覚は、これまでに培われてきた経験を通して私の
中から生まれる。私は緑豊かな自然に囲まれて幼少期を過ごしたが、その環境を通して生きる物を大切
に思う気持ちが芽生え、やがて風景の持つ優しさや儚さ、さらには力強さなど様々な気配を敏感に感じ
取るようになった。目の前に起こる出来事をただ通り過ぎていく些細な事象として捉えるのではなく、
曖昧で、おぼろげな気配が心に宿るのを感じながら、かけがえのない一瞬としてその現象を慈しむ気持
ちをいつしか持つようになった。そのことが私の内面を形成し、成長させたのである。私の幼い頃のそ
うした経験は、私の原風景であり、存在の証なのである。その経験は、一つの感覚の上に新たに芽生え
た感覚を重ね、様々な形へと変化させる。私は、「儚く移りゆく日常の断片的風景」をテーマとして作品
を制作している。その原点は、目の前の風景や現象が私の感覚器を通って心の中に蓄積された記憶にあ
る。風景は、透き通った膜の様に記憶の奥へと降り重なり層を成していく。一瞬一瞬に変化していく目
の前の風景は、膨大な自然のエネルギーを内包している。この一瞬を捉え、目に見える形として残した
いという欲求が、私を作品制作に向かわせる原動力となっているのである。また、古代の鋳造品を見て
美しいと感じた幼い頃の記憶から、いつしか鋳金技法に興味を持つようになり、さらにそれは作品制作
という表現方法へとつながった。これらの幼い頃の憧れと原風景を形にするために、鋳金という技法を
用いて作品を展開していく。 
 以上述べてきたように、二度と訪れない「今」という時間の中に、現れては消える一瞬の自然現象を
捉え、青銅という鋳金技法を用いた作品制作を通して自らの心の中に宿る感情や感覚を表現するに至っ
たのである。 
 本論文の構成は以下の通りである。 
    
 
 第１章では、曖昧な気配という感覚を内包する自然観と、自分自身の自然との関わりについて述べる。
自然に囲まれた環境で育ったことにより培われた感覚や感情と、これまで積み重ねてきた記憶の記録な
ど私の制作の原点について検証した。 
 第２章では、風景の中に認められるわずかな気配の存在と積み重なる記憶の構築について考える。こ
こでは、捉えた風景が心の中で変化し、作品を制作する原動力となっていく姿について述べた。 
 第３章では、私が作品を制作するための表現技法、特に、青銅の特徴や魅力を考察し、自分の作品と
の関係を検証する。主に本学で学んだ石膏鋳造法の鋳型制作工程を辿りながら、作品制作と青銅におけ
る鋳金技法および着色技法との関わりについて、化学的な分析をもとに論じた。 
 第４章では、私が自然に在る様々な風景や気配と偶然に出会った瞬間を切り取り、その記憶を具体化
する手段として作品制作を試み、さらにその背景について詳述した。 
 終章では、本研究において用いた表現を通して、表現の意義とこれからの作品制作の展望を述べ、本
論文を総括した。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本学位申請は『儚く移りゆく日常の断片的風景』と題する３点の作品と博士申請論文とから構成され
る。ここでは博士申請論文に関する審査結果を報告する。 
 本申請論文は全部で６つの章と予備検討よりなる。序章では論文の校正など概要を述べ、第１章では
テーマである日常の風景を作者の眼がどのように心がとらえているか解析した結果について述べられて
いる。第２章ではとらえた風景が記憶に代わっていく変化について心理学的な側面からとらえており、
それが制作のモチーフへと変っていく過程をまとめている。第３章ではモチーフを表現するための最も
重要な鋳金技法などの研究成果をまとめている。そして、第４章で第１章ならびに第２章のモチーフの
作品への展開、そして、第３章の鋳金技法の適用について述べている。その中で、特に、着色の工夫が
研究的な側面から示してある。そして、終章で最後に本論文を総括し研究成果を明らかにし、さらに今
後の展開について記している。本論文は表現者として作品のモチーフを得るまでの心理過程から鋳金に
よる表現技法の検討、制作した作品の心のコンセプトと鑑賞者への願いまでの一連の研究結果をまとめ
たものである。本論文は心理過程から表現方法、作品の意義まで幅広い研究内容が示されており、芸術
表現の原点の研究成果がまとめられたものとして高く評価できる。また、作品鑑賞とあわせると新たな
世界が開ける側面も有しており、その面からも新規性が認められる。本論文の成果は、鋳金に限らず新
たな制作を行う人々の心理、技法の両面に大きく影響を与えることが期待できる。 
 また、予備検討としてまとめた内容は本研究の芸術表現を進める上で技法を鋳金から着色、仕上げま
での試みを学術的側面も含めてまとめてあり、技法書としての有用性はもとより、制作者としての立場
に立った鋳金技法の研究結果としても高く評価できる。 
 本申請論文の様式においても心理過程の検討に基づく制作モチーフの創造、鋳金技法による表現の実
現、その成果に基づく作品の再検討と言う一連の流れは芸術系博士論文の一つの手本となる可能性をひ
めた新しい論文様式でもある。 
 以上のことから、本申請論文は博士(美術)の学位を授与するのに十分な内容および水準であると判断
できる。 
 
以上 
 
    
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 博士申請提出作品に関する作品審査結果を報告する。 
 提出された３作品は連作であるが論文題目である主題『儚く移りゆく日常の断片的風景』をうけてそ
れぞれに作品１「やわらかにうつろう あまたのけしき」作品２「ときをつぐむ おだやかなじゅんか
ん」作品３「ほのかにゆれうごく みどりのしとね」と題名を設定している。テーマは自然の事物や事
象から作者が感じ取る気配、それらが蓄積することによりつくられる自己の記憶が、大きな生命体とし
ての環境を捉えた把握観となっている事を検証し、自己の表現行為としての作品制作の位置を確認する
ものとなっている。いずれの作品もブロンズを素材とした鋳金技法により制作され、直径170cmの木製パ
ネル３枚に展開した壁面を飾る大作となった。各作品はモチーフとして水の泡であり、緩やかな水面の
動き、また、こけや菌類などの増殖する姿をイメージソースとして日常の傍らに展開する自然の情景を
表現し、それらから受ける感慨を具現化しようと試みている。作品はクローズアップ手法で平面的にパ
ターン化して表現されており、流動的な対象を客観視させ臨場感を高めることに成功している。ブロン
ズにより表現されたモチーフをパネル面から浮かせて構成する事で、投影された陰影の効果により虚実
を取り込んで対象の抽象性を空間に印象づけている。一般的に鋳造作品はその制作工程に於いて主に鋳
型を仲介する必要から、大型の鋳造作品による大空間の演出はなかなか困難な側面もあるが、この作品
はモチーフを単純な形態に置き換えて、パーツを組み上げる事により全体を表現し、その軽快さや儚さ
の印象を巧みに空間に構成している。蝋型鋳造法の秀麗な鋳肌とアンモニアガスにより表面に析出定着
された緑青の青色が鋳物独自の複雑な色相を現して作品の表情を支えている。その工程を通して環境と
せめぎあい出現することとなる鋳造表現独自の存在感は、この繊細で希薄なモチーフの表現にも軽快さ
の中に混沌とした複雑な表情を付与し主張されている。ここにみられるブロンズの色彩と触感はこの研
究の技術的側面であり研究から得られた成果は本作品の重要な要素としてその表情に活用された。この
作品がまとう気配は作者の日常に向けられた眼差しであり長い困難な制作に臨みレースを編むように紡
ぎ上げて来た静かな時の流れを彷彿とさせる。想いは素材と技術を借りて姿となり姿は場を得て物のあ
りようを垣間見せる、感覚と思考、作品もまた穏やかに循環している。テーマと作品が融合して深い世
界観を創出しており、博士の学位授与に値する作品として充分な表現力を獲得した秀作であると審査員
の評価の一致をみた。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は、研究内容の深化のために一年在学延長をしたが、四年間を通して多角的に研究を展開した。
特に最終年の作品制作、論文に関しては徹底して研究する姿勢が見受けられ、評価できるものである。 
 提出された論文、作品三点について慎重に審査した総合の結果を報告する。 
 大学美術館における博士審査展で発表された作品は三点の連作で、それぞれ直径170cmの白色の円盤状
の板に、石膏鋳造技法で制作されたブロンズをレリーフ状に配置した壁面作品である。これらについて、
中間審査と最終審査を実施した。提出された三点の作品は、申請者の断片的記憶をベースとし、それぞ
れ、水の持つ表情や、植物、菌類の印象を造形の手がかりとして作品化している。提出作品１「やわら
かにうつろう あまたのけしき」は、繰り返し生成される一瞬の水泡の美しさを捉え、その表現から自
己の蓄積された記憶を呼び起こさせ、新たな感覚とともに自然の雄大さや魅力を再認識させることをね
らった作品である。大小の変化をもたせたブロンズの輪を用い、繊細さを備えながら大胆に構成したレ
リーフ状の表現は、スケール感と広がりを獲得し、また、感情のいろいろな起伏を感じさせる作品の表
情は高く評価されるものである。提出作品２「ときをつむぐ おだやかなじゅんかん」は、水際で循環
する様々な生命の移ろいの偶然の巡り合わせの中で、特に植物と水の表情を抽出し、時間を紡ぎ合わせ
    
 
るように積み重ね、記憶を記録していくことを意識し、時との関わりの表現を試みている。提出作品３
「ほのかにゆれうごく みどりのしとね」は、苔や粘菌等をモチーフとし、身の回りの些細な事の積み
重ねが大きな流れを創り上げ、力強い生命の息吹となる事を考え表現したものである。三作に共通する
金属の着色は、アンモニアガスの封入による緑青着色で、落ちついた深い青を獲得し、作品の効果に大
きく関わっている。全体を通して伝わってくる繊細な中での芯のある造形は魅力的で、申請者の意図す
る水を基本とした表現は生命力の喚起、時間の重層性を展開しており、今後の制作に期待できる内容で
ある。テーマと作品、技術が融合して深い世界観を創出しており、博士の学位授与に価する秀作である
と審査員一致の評価を得た。 
 論文については、中間審査を２回と最終審査を実施した。提出論文は、五つの章と予備検討で構成さ
れている。申請者の作品制作の根源となる自然観から、自身の記憶と感情の把握、そして作品への展開
について述べ、その裏付けとなる制作のための鋳金技法についての研究結果につながる。最後に作品の
コンセプトとその背景について述べている。一般的論文との比較において本申請論文は成立するのかと
審査の中で議論されたが、内面的展開から、作品の制作に基づいた展開への流れは、芸術系博士論文の
一つの方向性を示しているとの評価を得た。 
 これらのことを総合して、本申請論文、申請作品の内容は、博士（美術）の学位を授与することに十
分な水準に達していると判断するものである。 
 
